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Abstract: In 2020, the novel coronavirus (COVID-19) spread through Japan, and international students studying 
at Japanese universities were greatly affected by the ensuing pandemic. The purpose of study 1 was to examine 
the reliability and validity of the English version of the Daily Life Skills Scale. The purpose of study 2 was to 
ascertain the degree of life skills acquisition among international students in Japan to offer effective suggestions 
for future university education. In study 1, we conducted a questionnaire-based survey of 413 (212 males and 
201 females) international students attending 2 universities in the Kansai district. In study 2, 110 subjects (52 
males and 58 females) participated. Study 1 demonstrated the reliability and validity of the English version of 
the Daily Life Skills Scale. The results of study 2 indicated that international students had higher mean scores for 
the intimacy factor and interpersonal manner factor, and showed low scores for other factors. It was found that 
the characteristics of life skills among international students were uninfluenced by gender or whether or not they 
belonged to athletic clubs. Both differences were not statistically significant. These results indicated the importance 
of activities experience by international students studying in Japan. Because of the restriction of activities imposed 
by the COVID-19 pandemic, life skills among international students were uninfluenced by gender or whether or 
not they belonged to athletic clubs. Consequently, through cross-cultural experience, it is expected that enhancing 
the activities experience of international students studying in Japan would lead to improved life skills. In the 
future, it will be important to develop research that is helpful for life skills enhancement based on this unique 
characteristic.
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Ⅰ　問題と目的

1.	 新型コロナウイルス感染症（COVID-19）に
おける在日留学生への配慮

進学や短期留学などの理由で来日する外国人留

学生（以下「留学生」と略す）の数が年々大幅に

増加しており，日本政府も留学生の積極的な受け

入れは国を挙げて後押ししている．例えば，2020

年を目途に大学などに在学する留学生数を 30 万

人に目標した「留学生 30 万人計画」がある（茂住，

2010）．

ところで，2019 年 11 月に中国湖北省武漢市

を中心に発生した新型コロナウイルス感染症

（COVID-19）（以下「コロナ」と略す）は，驚異

的な感染スピードで世界各地に広がり，WHO に
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よると，2020 年 7 月 12 日の時点で世界の累積感

染者数が 1255 万人，死者が 56 万人とされており，

1 日の新規感染者数が 23 万人を超えていること

から，さらに感染者数は増加すると思われている

（厚生労働省，2020a）．そして，日本においては

2020 年 12 月にコロナ拡大の第三波に突入し，い

まだに感染拡大に収束の目途はたっていない状態

にある（NHK，2020）．その影響は教育現場にも

及んでいる（男女共同参画学協会連絡会，2020；

厚生労働省，2020b；文部科学省，2020）．本稿を

記述している 2020 年 12 月現在，筆者が所属して

いる教育機関では，後期カリキュラム運営，2021

年度カリキュラム計画について，対面授業・遠隔

授業の組み合わせを始め，安全・安心な環境での

教育活動を提供することなど，多くの課題を処理

している最中である．当然のことながら，教育機

関では今後の対応についても，在学中の学習者全

員に関わる心身の健康や勉強生活に支障はないか

などの議論が多く認められる（大阪大学，2020）．

コロナ禍において，日本人学生と同様に多くの

留学生も健康や安全だけでなく，日常生活や学

業などに大きな影響を受けている（日本学生支

援機構，2020）．その状況の中，教育機関側が留

学生に対して適切に介入し，様々な支援策が実施

されている（勝間，2020）．例えば，直接的な経

済的支援としては，授業料減免の実施，授業料の

納入期限の延長など一連の措置が実施された．留

学生のメンタル面の支援としては，教育機関のキ

ャンパスライフ健康支援センターによる相談窓口

が特設され，対応している．そもそも，留学生は

異文化という環境で日常的であった行動様式がう

まく機能せず，生活上の問題（例えば，言語の

問題，経済の問題，人間関係の問題など）がた

くさん生じると言われている（小澤，2001；田

中，1991）．それに加え，コロナ拡大により厳し

く要求される新しい生活様式に合わせていくこと

は，留学生にとって，さらなる心理的，物理的な

負担になってしまうと考えられる．例えば，対面

授業が実施できない際に，代わりの遠隔授業（メ

ディア授業）では，パソコンやスマホなどを利用

した画面越しの授業形態が多くなってきているこ

とから，人数の割合が少ない留学生が孤独感や疎

外感を感じやすく，対人関係能力やコミュニケー

ション能力の低下などの問題が懸念されている

（Gewin, 2020）．しかし，コロナ禍での留学生の

諸問題に関わるより具体的な検討は見当たらない

のが現状である．そのためには，教育機関による

留学生に対する積極的な働きかけが必要であると

考えられる．

2.	 コロナ禍における，留学生のライフスキル
獲得の必要性

今回のコロナは人類の災難であり，未曽有の災

害でもある（菅谷，2020）．齊藤ほか（2016）は，

予想不可能の災害が起きた後の影響も想像以上に

あり，大学生が生活を立て直す際の大きな障壁と

なっていると報告している．このように誰にも最

適解が提示できないような事態に直面する際に，

最善な対応力が要求されると共に，今後の生活を

打ち立てていく力を培う必要があるという課題が

浮き彫りになってきた．現状では，未知の感染症

のパンデミックという長期的な災害の途中である

が，この時期こそ異文化と新様式の日常生活への

双方適応を背負った留学生にとっては，よりよく

生き抜くためには，様々なスキルが必要となると

考えられる．Danish et al.（1993）はライフスキル

を獲得していることにより，将来遭遇するライフ

イベント（人生における重大な出来事）をうまく

乗り越えることができると指摘している．ライフ

スキルを確実に獲得することで，日常生活上の諸

問題の予防・防止にもつながり，コロナ禍におい

て，強く生きていくための力にもなると考えられ

る．つまり，留学生においても「ライフスキル」

を持つことが要求されると考えられる．

ライフスキルとは，WHO 精神保健部局のライ

フスキル教育プロジェクトによる「日常生活の中

で生じる様々な問題や要求に対して，建設的かつ

効果的に対処するために必要な心理社会的能力」

と定義されている（WHO 編， 1997）．来日した留

学生は，日本人学生と同様に学業や対人関係，進

路選択など，様々なライフイベントを体験する機

会も多く，特に不可避の事故や災害という重大な
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出来事（ライフイベント）は彼らのその後の人生

に様々な形で影響を及ぼすであろう．しかし，こ

れまでは留学生のライフスキル獲得についての検

討がまだ見られない．そこで本研究では，留学生

を対象として，コロナ禍での日常生活で求められ

るライフスキル獲得の実態を調査することを目的

とし，留学生教育領域に知見を見出そうとする．

また，留学生のライフスキル獲得を測るにあた

って，彼らの日本語の習熟度に差があることを配

慮し，すでに開発された日本人大学生を対象とし

た「日常生活スキル尺度」（大学生版）（島本・石

井，2006）を日本語から英語に翻訳する必要があ

ると判断した（英語圏以外の留学生の英語の習

熟度も考慮し，質問紙には英語と日本語を両方

表示するようにした）．これらのことから，本研

究では，内容を 2 つの研究で構成し，研究 1 では

留学生を対象とする「English version of Daily Life 

Skills Scale」（以下「LSE」と略す）を作成し，そ

の信頼性と妥当性の検討を行った．研究 2 では留

学生における性差および運動部所属の有無とライ

フスキル獲得に関する実態調査を行った．なお，

先行研究（平井ほか，2012；島本ほか，2013；山

本・島本，2019）からの知見に基づき，性別に見

たライフスキル獲得の特徴を明らかにすることに

より，ライフスキルレベルを高めるための一層適

切な教育指導が可能になると考えられる．

Ⅱ　LSE の作成および信頼性と
妥当性の検討（研究 1）

1.	 目的
日本では大学生のライフスキルを測定するため

の尺度が数多く作成されているものの，留学生へ

の適応可能性があるとは言い難い．そこで，研究

1 では，既成の尺度である「日常生活スキル尺度」

（大学生版）をもとに，LSE を作成しその信頼性

と妥当性を検討することを目的とした .

2.	 方法
2.1	 調査対象と調査時期

研究1では，留学生のデータを収集するために，

関西エリア内の大学（A 大学および B 大学）2 校

に在籍する留学生（専攻問わず）510 名を対象と

した質問紙調査を行った．そのうち有効回答と

みなされた数は 413 名（有効回答率 80.9%；男子

212 名，女子 201 名；平均年齢 21.5 ± .65 歳）で

あった．調査は 2020 年 4 月から 10 月にかけて実

施された．

2.2	 調査内容
2.2.1	 フェイスシート　

質問紙の冒頭では，留学生の性別，年齢，国籍，

現在の運動部所属状況および運動の技能レベルに

ついて回答を求めた．

2.2.2	  「日常生活スキル尺度」（大学生版）英語版，

評価尺度

本尺度は島本ほか（2006）により，日本人大学

生のデータをもとに開発されたもので，英語版

に対しても同様に，「最も当てはまる番号ひとつ

に「　」をしてください」という教示のもとで，

4 段階の自己評定で行い．「まったく同意しない」

を 1 点，「強く同意する」を 4 点として得点化し

た（評定値が高いほどスキル獲得レベルが高いと

解釈される）．また，逆転項目の評定値は該当側

面の下位尺度得点算出の際に反転処理された．

2.3	 手続き
本研究では，コロナの感染拡大対策をとり，調

査はアメリカの Google 社が開発したサービス

「Google フォーム」を用いてオンライン上で質問

紙を実施した．Google フォームの URL から QR

コード画像を作成し，大学内の学習支援ポータル

サイト「KONAN」システムを通じて，質問紙に

よる無記名式の集団一斉調査を実施した．大学の

授業担当者の協力のもと，メディア授業開始前に

調査用紙（QR コード画像）を配布し，指定した

締め切り期間内にオンライン上で調査結果を回収

した．

2.4	 倫理的配慮
本研究は，研究倫理審査（承認番号 H30-4）に

おいて承認された．調査対象者には研究の趣旨を

✔ 
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把握できるよう研究の概要，目的，記入方法，そ

して個人情報保護に関する内容について説明し，

研究への参加は自由意志であり，参加しなくても

何ら不利益が生じないことを保証した．本研究へ

の参加は，質問紙への回答をもって同意したとみ

なした．また，データ処理は，研究の目的以外に

は使用しないことおよび個人情報保護のために得

られたデータは連結不可能匿名化し，個人を特定

できないように配慮した．

2.5 	統計処理
研究１では，作成された LSE の留学生への適

応可能性を確認するため，構造方程式モデリング

による確認的因子分析を行った．すべての分析に

は IBM SPSS Statistics 25.0 と Amos 26.0 を 用 い，

有意水準は 5% 未満とした．

2.6	 LSE の翻訳
原版の作成者である島本好平氏に日本語版（島

本・石井，2006）翻訳の許可を得た．英語版 LSE

の作成は，日本の大学に在籍し，日本語学習歴 6

年以上，在日留学歴 2 年以上の 3 人のアメリカ人

留学生によって行われた．とりわけ，英語訳につ

いてはニュアンスにも注目することで，極力日本

語の原文と同等になるよう配慮された．また，ア

メリカ留学歴があり，国際コミュニケーション

英語能力テスト（TOEIC）の高得点（800 点以上

/990 点）を持つ日本人心理学専攻の研究者 2 名が

バックトランスレーションを行った結果，本調査

で用いた翻訳尺度は日本語原文と一致するもので

あることが確認された（表 1）． 

3.	 結果と考察
3.1	 妥当性

各項目の天井効果と床効果について検討した結

表 1　「日常生活スキル尺度」（大学生版）の英語翻訳

日本語 英語

1. 困ったときに，友人らに気軽に相談することができる 1.I can easily talk to friends about any problems I may have.

2. 話し合いのときにみんなの意見を１つにまとめることができる 2.In a discussion, I can summarize everyone’s opinions into one.

3. 先を見通して計画を立てることができる 3.I can see and plan for the future.

4. 困っている人を見ると援助をしてあげたくなる 4.When I see someone in trouble, I lend a hand.

5. 手に入れた情報を使って，より価値の高いもの（資料等）を生み出せる 5.I can take information and make something move valuably 
(data, etc.).

6. 自分のことが好きである 6.I like everything about myself.

7. 嫌なことがあっても，いつまでもくよくよと考えない 7.If something bad happens, I don’t let it get me down.

8. 目上の人の前では礼儀正しく振る舞うことができる 8.I can conduct myself respectfully in front of my superiors.

9. 親身になって友人らに相談に乗ってもらうことができる 9.When I need help, I can go to close friends for advice.

10. 集団で行動するときに先頭に立ってみんなを引っ張っていくことができる 10.In group activities, I feel comfortable taking the lead.

11. 課題が出ると，（提出）期限を自ら決める等の工夫をしてやる気を引き出す 11.When I have homework, I can make deadlines, etc.

12. 他人の幸せを自分のことのように感じることができる 12.I find joy in others happiness.

13. 数多くの情報の中から，本当に自分に必要な情報を手に入れられる 13.I can take a lot of information, and pick up what I need.

14. 自分の今までの人生に満足している 14.I am satisfied with my life so far.

15. 困ったときでも ｢ 何とかなるだろう ｣ と楽観的に考えることができる 15.When I have a problem, I can think optimistically.

16. 年上の人に対しては敬語を使うことができる 16.I can use respectful language to my seniors.

17. どんな内容のことでも友人らと本音で話し合うことができる 17.I feel comfortable talking to my friends about any subject.

18. 自分が行動を起こすことによって，周りの人を動かすことができる 18.I can inspire people by my actions.

19. やるべきことをテキパキと片付けることができる 19.I can organized and quickly accomplish tasks.

20. 悲しくて泣いている人を見ると，自分も悲しい気持ちになる 20.I feel empathy for those who are sad.

21. 多くの情報をもとに自分の考えをまとめることができる 21.I can organize my thoughts based on a lot of information.

22. 自分の言動に対して自信を持っている 22.I am confident in my words and actions.

23. 何かに失敗したときにすぐ自分はダメな人間だと思ってしまう 23.When I fail, I think that I am worthless.

24. 初対面の人に対しては言葉遣い等に気を配ることができる 24.When I meet people for the first time，I can consciously pay 
attention to my own words.
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果，すべての項目に天井効果と床効果は見られな

かった．よって，尺度の弁別妥当性を検討するた

めに G-P 分析（Good-Poor Analysis）を行った（村

上，2006）．尺度の総得点の高低によって被調査

者を分割し，等質といえそうな 2 グループ（上位

群と下位群）に分け，群ごとに各項目（逆転項目

は処理をしておく）の平均値を求め，t 検定によ

ってそれらの得点間の比較を行った．その結果，

すべての項目が上位群と下位群で有意差が認めら

れた（p<.001）（表 2）．

探索的因子分析によって得られた「日常生活ス

キル尺度」（大学生版）の因子構造が，実際にデ

ータに適合しているかを確認するために，構造方

程式モデリングによる確認的因子分析を行った．

適合度指標には GFI，AGFI，CFI，RMSEA が一

般の判断基準とされる．GFI，AGFI，CFI はとも

に 0 から 1 までの値をとり，1 に近づくほど適合

が良いとされている．GFI は .85 以上がモデルを

採択する基準とされ，AGFI が GFI に比べて著し

く低下する場合は良いモデルとは言えない（豊

田，1998）．また，RMSEA は 0 に近づくほどよ

いモデルと判断され，.08 以下がモデルを採択す

る基準とされている（山本・小野寺，1999）．分

析の結果，各指標の適合度は，許容される範囲の

値（GFI=.88，AGFI=.85，CFI=.87，RMSEA=.07）

であり，潜在変数から観測変数のパス値は .46 か

ら .83 の因子負荷量が得られるとともに単純構造

を示すことが明らかとなった（図 1）．

以上のように，確認的因子分析の結果から，原

版尺度と同じ因子構造が確認された．すなわち，

主に個人場面で展開されるスキルを表す個人的ス

キル（計画性，情報要約力，自尊心，前向きな思

考）と，主に対人場面で展開されるスキルを表す

対人スキル（親和性，リーダーシップ，感受性，

表 2　G-P 分析の結果

因子名
項目
番号

ライフスキル尺度項目
全平均値

S.D.
上位群

平均値と S.D.
下位群

平均値と S.D.
G-P 分析

t 値

①親和性
(α=.74)

Item1 困ったときに，友人らに気軽に相談することができる 2.91 .69 3.23 .58 2.53 .72 9.48

Item9 親身になって友人らに相談に乗ってもらうことができる 2.96 .63 3.30 .49 2.57 .71 10.62

Item17 どんな内容のことでも友人らと本音で話し合うことができる 2.63 .77 3.09 .59 2.06 .72 13.51

②リーダー
シップ
(α=.72)

Item2 話し合いのときにみんなの意見を１つにまとめることができる 2.63 .64 2.93 .49 2.24 .68 10.26

Item10 集団で行動するときに先頭に立ってみんなを引っ張っていくことができる 2.37 .75 2.84 .64 1.85 .67 13.10

Item18 自分が行動を起こすことによって，周りの人を動かすことができる 2.57 .69 3.01 .51 1.99 .58 16.07

③計画性
(α=.81)

Item3 先を見通して計画を立てることができる 2.66 .72 3.06 .54 2.19 .74 11.75

Item11 課題が出ると，（提出）期限を自ら決める等の工夫をしてやる気を引き出す 2.71 .80 3.14 .57 2.28 .87 10.30

Item19 やるべきことをテキパキと片付けることができる 2.57 .79 3.08 .54 2.04 .75 13.91

④感受性
(α=.68)

Item4 困っている人を見ると援助をしてあげたくなる 3.03 .60 3.30 .47 2.70 .66 9.25

item12 他人の幸せを自分のことのように感じることができる 2.90 .69 3.26 .52 2.51 .66 11.06

Item20 悲しくて泣いている人を見ると，自分も悲しい気持ちになる 2.90 .73 3.13 .62 2.60 .80 6.50

⑤情報
要約力
(α=.74)

Item5 手に入れた情報を使って，より価値の高いもの（資料等）を生み出せる 2.70 .62 3.05 .40 2.19 .59 15.03

Item13 数多くの情報の中から，本当に自分に必要な情報を手に入れられる 2.84 .59 3.12 .43 2.46 .67 10.37

Item21 多くの情報をもとに自分の考えをまとめることができる 2.78 .58 3.05 .40 2.40 .66 10.54

⑥自尊心
(α=.64)

Item6 自分のことが好きである 2.67 .72 2.91 .68 2.40 .77 6.16

Item14 自分の今までの人生に満足している 2.86 .73 3.23 .57 2.49 .75 9.74

Item22 自分の言動に対して自信を持っている 2.57 .72 2.99 .60 2.03 .62 13.67

⑦前向き
な思考
(α=.61)

Item7 嫌なことがあっても，いつまでもくよくよと考えない 2.59 .75 2.95 .64 2.24 .75 8.93

Item15 困ったときでも ｢ 何とかなるだろう ｣ と楽観的に考えることができる 2.88 .70 3.15 .61 2.58 .77 7.17

Item23 何かに失敗したときにすぐ自分はダメな人間だと思ってしまう 2.62 .82 2.46 .80 2.86 .83 4.16

⑧対人
マナー
(α=.79)

Item8 目上の人の前では礼儀正しく振る舞うことができる 3.14 .59 3.34 .54 2.85 .61 7.46

Item16 年上の人に対しては敬語を使うことができる 3.28 .61 3.46 .57 3.03 .67 6.11

Item24 初対面の人に対しては言葉遣い等に気を配ることができる 3.13 .59 3.27 .51 2.91 .65 5.38

†網の因子は個人的スキル，そうでない因子は対人スキルを表す．†† G-P 分析の t 値は，すべて有意である (p<.001)．††† Item23 は，逆転項目
である．
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対人マナー）という 2 因子構造であり，8 つの下

位尺度（計 24 項目）に分類された．また，原版

尺度は社会的スキルを内包するライフスキルを多

面的に測ることができる多次元の尺度であること

が報告されている（島本・石井，2006）ため，本

尺度は留学生が持つライフスキルの一般的傾向の

把握や，日常生活の中で求められるライフスキル

の欠如の早期発見等に役立てていくことができる

と考えられる．

3.2	 信頼性
信頼性を確認するため，留学生に対して実施し

た LSE の内的整合性を示す Cronbach の α 係数を

算出した．その結果，表 2 に示されたように「親

和性」因子では α=.74，「リーダーシップ」因子

では α=.72，「計画性」因子では α=.81，「感受性」

因子では α=.68，「情報要約力」因子では α=.74，

「自尊心」因子では α=.64，「前向きな思考」因子

では α=.61，「対人マナー」因子では α=.79 であっ

た．「日常生活スキル尺度」（大学生版）（島本・

石井，2006）においては α 係数が α=.72―.79 で

あったことから，本研究の結果より本尺度の内的

整合性があると判断した．

Ⅲ　留学生における性差および運動部所属
の有無からライフスキル獲得
に関する実態調査（研究 2）

1.	 目的
研究 2 では，本研究 1 で作成された LSE を用

いて留学生における性差および運動部所属の有無

とライフスキル獲得についての実態調査を実施し

た．

2.	 方法
2.1	 調査対象と調査時期

研究2では，留学生のデータを収集するために，

大阪府の A 大学に在籍する留学生（専攻問わず）

110 名を対象とした質問紙調査を行った．そのう

ち有効回答とみなされた数は 110 名（有効回答率

100%；男子 52 名，女子 58 名；平均年齢 19.8±

.15 歳）であった．調査は 2020 年 11 月に実施さ

れた．

2.2	 統計処理
研究 2 では，調査で得られたデータを単純集計

し，各項目の平均値及び標準偏差に偏りがないか

どうかを確認した．また，性差や運動部活動所属

16 

 

 

 

図 1.「ライフスキル」の因子分析モデルの検証結果（n=417） 

注)潜在変数から観測変数へのパス値は,すべて有意である（p<.05）.色付きの因子は個人的スキル，そうでない因子

は対人スキルを表す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1　「ライフスキル」の因子分析モデルの検証結果（n=417）
† 潜在変数から観測変数へのパス値は，すべて有意である（p<.05）．
網付きの因子は個人的スキル，そうでない因子は対人スキルを表す．
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状況からライフスキル獲得のレベルを比較するた

め，下位尺度の総得点に t 検定を行った．すべて

の分析には IBM SPSS Statistics 25.0 を用い，有意

水準は 5% 未満とした．

3.	 結果と考察
3.1	 日常生活スキル尺度の単純集計の結果

日常生活スキル尺度の各下位スキルと各項目の

単純集計の結果を表 3 に示した．尺度全体におい

て，もっとも高かった値は「対人マナー」（平均

値（S.D.）=9.32（1.31））であった（表 3）．

また，各質問項目では「親和性」での Item1｢

困ったときに，友人らに気軽に相談することがで

きる（平均値（S.D.）=3.02（.66）」，Item9｢ 親身

になって友人らに相談に乗ってもらうことができ

る（平均値（S.D.）=3.08（.53））」；「対人マナー」

での Item8｢ 目上の人の前では礼儀正しく振る舞

うことができる（平均値（S.D.）=3.06（.47）」，

Item16｢ 年上の人に対しては敬語を使うことがで

きる（平均値（S.D.）=3.19（.63）」，Item24｢ 初対

面の人に対しては言葉遣い等に気を配ることがで

きる（平均値（S.D.）=3.06（.55）」が高得点であ

った．その他がやや低評価であった．コロナ拡大

の影響で留学生も行動制限を余儀なくされ，間接

的なコミュニケーションの媒介となるメディア環

境の変化に伴って，通常の対面授業からウェブを

活用したメディア授業への変更をせざるを得なか

った．このようにコロナ前の留学生活に対して期

待していた異国から来た留学生たちもこのような

環境下でも，親和性や対人マナーについては重要

な要素であり，高い得点を示した可能性がある . 

表 3　日常生活スキルの各下位尺度の平均値および標準偏差

因子名
項目

平均値 S.D.
下位尺度

番号 平均値 S.D.

①親和性
Item1 3.02 .66

8.80 1.45Item9 3.08 .53
Item17 2.70 .70

②リーダーシップ
Item2 2.78 .63

7.91 1.51Item10 2.52 .67
Item18 2.61 .65

③計画性
Item3 2.78 .67

8.25 1.70Item11 2.75 .76
Item19 2.72 .73

④感受性
Item4 3.09 .58

8.89 1.55item12 2.94 .68
Item20 2.86 .71

⑤情報要約力
Item5 2.83 .57

8.51 1.33Item13 2.87 .54
Item21 2.81 .55

⑥自尊心
Item6 2.73 .62

8.29 1.31Item14 2.98 .65
Item22 2.58 .68

⑦前向きな思考
Item7 2.65 .71

8.29 1.11Item15 2.92 .61
Item23 2.72 .76

⑧対人マナー
Item8 3.06 .47

9.32 1.31Item16 3.19 .63
Item24 3.06 .55

† 網付きの因子は個人的スキル，そうでない因子は対人スキルを表す．
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3.2	 日常生活スキルの各下位尺度における性別お
よび運動部所属有無の比較についての検討

t 検定の結果を以下の表 4 に示した．各下位尺

度全てにおいて，男女間で有意差がみられた因子

はなかった．また，運動部による所属の有無の比

較で検討したところ，有意な差がみられた因子も

なかった．

研究 2 の調査は 2020 年 11 月に実施された．被

調査者となる大半の留学生は来日半年後の段階に

おいては，コロナの影響により日常生活での活動

全般が制限されている中，日本社会や人との接触

機会が多くなかったと推察される．一方，運動部

所属の有無については，有意差が認められなかっ

た．上野・中込（1998）は，運動部活動に参加す

ることによって，スポーツ場面において獲得され

る対人・個人的スキルと同種の内容を持つライフ

スキル獲得が可能であることを示唆している．ま

た，Danish et al.（1992）は，目標設定，他者との

コミュニケーション，体調管理などスポーツ場面

で経験されたさまざまな出来事はライフスキルに

内包されていると述べている．これらの先行研究

からは，スポーツ経験がライフスキル獲得に大き

く影響すると考えられる．しかしながら，本研究

においてはこれらの先行研究と矛盾している結果

が示された．一方で，今回の被調査者は大学再開

の 2020 年 10 月の時点で運動部の勧誘を受けたも

のの，実際にはコロナの感染拡大対策などの制限

により運動部活動がまだ始まっていないという事

情であったことも原因として推測される .

Ⅳ　総合考察

1.	 LSE の信頼性と妥当性の検討
本研究の目的は，コロナ禍での日常生活の側面

から在日留学生が求めるライフスキルを実体調査

という形で，検討することであった．研究１で作

成した LSE は，島本・石井（2006）が開発した「日

常生活スキル尺度」（大学生版）と同じく 8 因子

（親和性，リーダーシップ，計画性，感受性，情

報要約力，自尊心，対人マナー）の合計 24 項目

から構成されている尺度である．また，本尺度の

信頼性と妥当性を検討し，G-P 分析や確認的因子

分析による方法で検討を行った．その結果は表 2

の通りであり，全ての項目において上位群と下位

群で有意差が認められた．また，原版尺度と同じ

因子構造が確認され，日本人以外の外国人である

留学生にも適用できると言えるだろう．さらに，

菅原（1994）は一般に心理尺度の項目数はできる

限り抑えた方がよいと報告している．このように

本尺度は項目数が 24 項目と比較的少なく，外国

人である彼らにとっても負担なく簡便に利用可能

な尺度といえる．

2.	 留学生のライフスキル獲得について実態調査
2.1	 LSE の単純集計の結果

研究 2 では，LSE の単純集計の結果において，

表 4　全体を性別および運動部所属有無の比較で実施した t 検定の結果

因子名
女子（n=58）

平均値（S.D.）
男子（n=52）

平均値（S.D.）
t 値

運動部所属（有，n=76）
平均値（S.D.）

運動部所属（無，n=34）
平均値（S.D.）

t 値

①親和性 8.81（1.18） 8.79（1.72） .08 8.88（1.30） 8.76（1.52） .42

②リーダーシップ 7.83（1.49） 8.00（1.55） .59 8.09（1.46） 7.83（1.54） .85

③計画性 8.28（1.62） 8.23（1.80） .14 8.44（1.26） 8.17（1.87） .01

④感受性 8.69（1.43） 9.12（1.65） 1.45 8.91（1.66） 8.88（1.51） 1.94

⑤情報要約力 8.33（1.47） 8.71（1.14） 1.51 8.85（1.84） 8.36（1.37） 1.25

⑥自尊心 8.07（1.34） 8.54（1.24） 1.90 8.50（1.05） 8.20（1.41） 1.09

⑦前向きな思考 8.22（1.12） 8.37（1.10） .66 8.12（1.01） 8.31（1.15） 1.15

⑧対人マナー 9.23（1.40） 9.63（1.12） 2.46 9.56（1.02） 9.21（1.41） 1.29

対人スキル 34.36（3.97） 35.54（4.16） 1.51 35.44（3.48） 34.68（4.33） 1.06

個人的スキル 32.90（3.91） 33.85（3.56） 1.33 33.91（2.91） 33.09（4.08） 1.20

† 網付きの因子は個人的スキル，そうでない因子は対人スキルを表す．
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互いに和やかに親しませる「親和性」や相手に対

して礼儀正しく接する「対人マナー」などのスキ

ルについて比較的に得点が高かったという結果と

なっている．コロナ拡大の影響で間接的なコミュ

ニケーションの媒介となるメディア環境の変化に

伴って，留学生のライフスキル獲得に，8 つの下

位尺度の中で「親和性」や「対人マナー」のよう

なスキルが促進される可能性が示唆される．

2.2	 性差による留学生のライフスキル獲得
性差について，有意差は認められなかった．つ

まり，ライフスキル獲得に男女差はみられない

ことが示唆された．この結果が生じた原因とし

て 2020 年初頭よりコロナは日本においても全国

的に拡大し，留学生のライフスキル獲得にも大き

な影響を与えてきたことが考えられる．2020 年 4

月７日に発令された第１回目の緊急事態宣言下で

は，「大学ではいつ対面授業が再開するのかはわ

からない」状態であり，来日したばかりの留学生

にとっては日本社会や人と接触することすらでき

ず，家に引きこもりやすい状態となると容易に想

像でき，2020 年 10 月に大学再開するまでは「停

止状態の半年間」のような留学生活が送られてき

たのではないかと考えられる．その中，これまで

は異文化の環境での人とのかかわりの中で，あら

ゆる経験を通して，無意識に身につけることがで

きるはずのライフスキルも，コロナ禍では限られ

たものとなったと想定される．これらのことか

ら，コロナ禍において，留学生は日常生活での活

動が制限されたことがライフスキル獲得に男性と

女性との間には差が生じていない原因の 1 つとし

て考えられる．

また，本研究の結果は新しい異文化接触をも

ったときに生じる「統合（Integration）」，「同化

（Assimilation）」，「 分 離（Separation）」，「 周 辺 化

（Marginalization）」4 つの態度の類型が提示され

た文化受容態度（Acculturation attitudes）の理論

（Berry, 1992）で説明することができよう．文化

受容は，「異なった文化をもっている個人の諸グ

ループが持続的・直接的に接触をし，その結果，

元来の文化パターンを片方，または双方のグルー

プが変化するような結果を生ずる現象」を包含し

（Redfield et al, 1936），もともとは集団の変化に適

用された概念であるが，留学生の異文化接触によ

る変化など，個人レベルにもあてはまる概念であ

る．Berry（1992）は異文化接触経験→ストレッ

サー・ストレス反応→異文化適応という構造の全

過程で，文化受容態度が影響要因の 1 つとして

各々の段階に作用すると位置づけている．これを

研究 2 の調査時期に合わせて検討すると，まさに

異文化接触前の段階におかれた留学生がその相手

文化（本研究では日本）や社会との交渉を求め，

もとの文化やアイデンティティが変化しようとす

る手前の時期であったと考えられる．このこと

は，ライフスキルが学習されたものだとすると，

男性と女性との間にライフスキル獲得がコロナ禍

においてはっきりとみられるものではなく，異文

化接触を通して，日常生活上の活動経験が増える

につれライフスキルが向上し，人間形成につなが

ることが期待されるものであると考えられる．

2.2	 運動部所属の有無による留学生のライフスキ
ル獲得

運動部所属の有無でも，有意差が認められなか

った．従来の研究では運動部に所属している者が

所属していない者よりもライフスキルにおいて高

い得点が得られる結果はほとんどであった（島

本・石井，2009，2010；上野，2007；上野・中込，

1998）．しかしながら，本研究の結果においては

先行研究から見出した結果と矛盾した結果を示し

ている．これが生じた一番の原因として，前述の

ごとく，まぎれもなくコロナ禍で運動活動を含む

日常生活での活動全般が制限されたことが，運動

部所属の有無を問わず，ライフスキルスを無効に

したと考えられる．すなわち，本研究での調査時

期はコロナ拡大の第 3 波の途中にあることもあ

り，質問紙に回答した留学生が運動部に所属して

いるものの，実際には部活動をしていないことを

伺い知ることができる．

さらに，今回のコロナのように心理社会的脅威

（Henry, 1986）にさらされ，長期にわたる行動制

限が続くと学生の精神状態に大きな影響を与える
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可能性が高いと考えられる．これらのことを踏ま

え，屋内でできるような誰でもできる運動プログ

ラムや身体活動の重要性を留学生の勉強生活にも

浸透させていくことが重要であると考えられる．

そして，コロナ禍における留学生がよりよく留学

生活を送るために，大学側の留学生に対する全面

的なサポートの方略などが必要であると考えられ

る．例えば，日本文化について，留学生の戸惑い

を軽減できるような情報や知識を提供したり説明

したりして，理解を高める手助けが考えられる．

また，日本語教科書にない，留学生にとっては分

かりにくい日本語的な表現や方言には，日本語教

室や国際交流カフェなど，といった具体的な援助

も有効であると考えられる．それについて積極的

に議論し，支援していくことが求められよう．

Ⅴ　今後の課題

今後の主な課題について述べ，本研究において

明らかにされた在日留学生のライフスキル獲得の

現状を踏まえて今後も同様な調査を続けて実施し

ていく必要があると考えられる．継続的な調査に

よって，コロナ拡大の状況に応じていく留学生を

含む青少年のライフスキルのさまざまな側面が，

どのように変化していくかについて把握すること

ができよう．また，本研究において運動部活動は

所属の有無によって検討を行ったのみであり，競

技性の強い運動部とそうでもない運動部も同一に

扱っている．そして，どれくらいの頻度で運動・

スポーツ活動を実践しているかがまだ不明であ

る．このようなことが留学生のライフスキル獲得

にどのような影響を与えるかについての検討も今

後必要になるのではないかと考える．
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